
	
	
	
	
	
	

新田博氏の『言葉の新田：一つの文学饗宴』から	
	

	

「エ 信」 
〜一つの環境に優しい生活に関する訴え〜 

 
	

この惑星が庇護しなければならない住民は	
人間だけではない	

	

海は生命の宝庫	
ゴミ捨て場でもトイレでもない	

	

森は重要な生態系であり	
紙の生産工場ではない	

	

空気はエネルギーの源	
煙突が傍若無人に	

ガスをたれ流す為のものではない	
	

我われはこの惑星の	
資源の所有者ではない	
一時的に借りているだけだ	

	

このことを忘れずに	
地球とともに優しく歩もう	

	
	
アンドレイ：	あなたは何か、エコ信条を持っていますか?	

	

ソー：														もちろん。だけど、信念は行動なしでは価値がありません。より良い質問は、	
																										「あなたが実際にどのような生態学的信念を実践しているか」ということでしょう。	

	

ジュール：				(苦笑いして)	それで、答えは?	
	

ソー：														どれもこれも、中途半端な対策ばかり。私は電気と水を節約し、肉を食べることを避けようとし	
																											ますが、アイスクリームや外国旅行やハイテク玩具が好きです。要するに、私は矛盾だらけです。	
	
アンドレイ：	(ため息)	それはすべて、欲望に帰着する。私たちはどのように我々の欲望を緩和し、より簡単に	
																													生きる方法を学ぶまで、苦しみはつぎつぎ現れます。	
	

1997年、静岡市・♪ 完成︰2019年	横浜市	
	


